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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会の外部委員による研究評価委員会を設置し実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２５年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２５年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いしている。 
研究評価委員会委員からの評価は，各分野の研究活動について、自己点検を

さらに深めるための重要な判断材料となるばかりでなく，当センターのこれか

らの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究分野の研究成

果について研究評価をしていただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員

長にはとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 
 

  平成２７年８月 

   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会は、平成２㸴年㸷月２㸴᪥㛤ദ

の運営協議会において、運営協議会の外部委員でࠕ研究評価委員会ࠖをᵓ成

し、᭩㠃により、平成２５年度の研究評価を行࠺ことࡀ஢ᢎされ、௨下の方々

に研究評価委員会委員を౫㢗した。 
 

大ᕝṇ඾ ᩍ ᤵ ᗈᓥ大学大学㝔⌮学研究科 

ᯇඖு἞ ᩍ ᤵ ༓ⴥ大学大学㝔⌮学研究科 

大ሯᏕ἞ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

常行┿ྖ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

⏤Ⰻ ᩗ ᩍ ᤵ おⲔのỈዪᏊ大学⏕࿨᝟報学ᩍ⫱研究センター 

బ⸨ṇᶞ ෸ᩍᤵ ᮾி大学大Ẽᾏὒ研究所 

୰ᓥ ᾈ ᩍ  ᤵ ி㒔大学学⾡᝟報࣓࢔࢕ࢹセンター 

Ᏻ㐩 ῟ ᩍ ᤵ ᝟報࣭࣒ࢸࢫࢩ研究機ᵓᅜ❧᝟報学研究所  

➉村἞㞝 ᩍ ᤵ 大㜰大学ࣂ࢖ࢧー࣓࢔࢕ࢹセンター 

㸦㡰୙同、所ᒓ࣭⫋ྡは平成 �� 年 � 月 �� ᪥⌧ᅾ㸧 
 

研究評価委員会委員には、ࠕ平成２５年度年次報告᭩ 、ࠖ及びᚲ要にᛂじて、 
 。平成２㸲年度研究評価ࠖをཧ↷していただき、評価報告をお願いしたࠕ

 
なお、分野の分ᢸは、次のとおりである。 

 
 委員長㸦全యྲྀりまとめ㸧              常行 ┿ྖ 

⣲⢏Ꮚ≀⌮研究部㛛     ⣲⢏Ꮚ≀⌮分野     大ᕝ ṇ඾ 
 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部㛛  Ᏹᐂ≀⌮分野      ᯇඖ ு἞ 
   Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部㛛  ཎᏊ᰾≀⌮分野     大ሯ Ꮥ἞ 

㔞Ꮚ≀ᛶ研究部㛛      㔞Ꮚ≀ᛶ分野      常行 ┿ྖ  
⏕࿨科学研究部㛛      ⏕࿨科学分野      ⏤Ⰻ  ᩗ 

 ᆅ⌫⎔ቃ研究部㛛      ᆅ⌫⎔ቃ分野      బ⸨ ṇᶞ 
 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ研究部㛛 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ分野 ୰ᓥ  ᾈ 
 計算᝟報学研究部㛛     ࢹータᇶ┙分野     Ᏻ㐩  ῟ 
   計算᝟報学研究部㛛     計算࣓࢔࢕ࢹ分野    ➉村 ἞㞝 

㸦ᩗ⛠␎㸧 
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㸰．評価の᪉ἲ 

௨下の評価࢛ࣇー࣒に、グධすることにより、各分野の研究活動࣭成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告について、第㸲❶に♧す。 

 
 

A)  計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目について、ࡑれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 
 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
 
࣭平成２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
 
 。あれば、௨下にごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥ、の௚ࡑ
 

B)  多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目について、㹑、㸿、㹀、㹁及び㹖で、評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥ、࡝ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 

 
C) ⥲評 

全యにᑐする⥲評をお願いします㸦㸲㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
D)  ࡑの௚ 

。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥ、の௚ࡑ
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㸱．ᖹᡂ㸰㸳ᖺᗘ 㔜Ⅼ᪋⟇࣭ᨵၿ┠ᶆ 

㸱．１ 㔜Ⅼ᪋⟇ 

の㔜Ⅼ᪋࡚࠸ࡘ࡟ࠖ⏬኱Ꮫ඲యのᖺḟูᐇ⾜ィࡿࢃ㛵࡟⏬㸰ᮇ୰ᮇィ➨ࠕ．１
 㸸ࡾ࠾࡜௨ୗのࠊࡣ⟇

 

研究センターの研究ᡓ␎࣭௻⏬⤌⧊を඘実࣭ᙉ໬し、当ヱ⤌⧊の学ࡸ各研究科ࠕ����
問分野における特Ⰽを⏕かしつつ、長ᮇⓗ展ᮃに❧つᇶ♏研究と学㝿⼥ྜⓗな研
究を計⏬ⓗに᥎㐍する。ࠖ  

平成２５年度重点施策㸸各⣔࣭研究センターにおいて、⣔等の特Ⰽを⏕かし

た研究ᡓ␎及び研究㐃ᦠ策を᥎㐍する。 

共同利用࣭共同研究ᣐ点は重点ᡓ␎⤒㈝等によりᨭ᥼する。各ᣐ点は第஧ᮇ୰ࠕ����
ᮇ目標࣭୰ᮇ計⏬ᮇ㛫୰の目標と計⏬をᐃめ、ᮇ㛫୰に評価を実施して実施≧ἣ
の検ドを行いつつ㧗い研究成果の実⌧をᅗる。ࠖ  

平成２５年度重点施策㸸各共同利用࣭共同研究ᣐ点は、ᅜ㝿研究ᣐ点໬にྥけ
たయไᵓ⠏にಀる活動を実施する。 

 

㸰．ࠕ㒊ᒁ⊂⮬のᖺḟูᐇ⾜ィ⏬ࠖཬࡑࠊࡧのヲ⣽ࡣ࡚࠸ࡘ࡟௨ୗのࡾ࠾࡜ 

࠙研究ࠚ 

࣭共同利用࣭共同研究ᣐ点としてࠕඛ➃学㝿計算科学共同研究ᣐ点ࠖを設置し、ᅜ㝿ⓗ

な研究యไをᵓ⠏、ᅜ㝿Ỉ‽の研究を実施する。࠙部ᒁ⊂自の年次ู実行計⏬ࠚ 

��� 次ᮇ7�.ࢩ࣐ンとして、ᮾ大と共同して大つᶍ࣒ࢸࢫࢩを㛤発࣭運用するయไをᵓ⠏

する。 

ーࣝ計算ᢏ⾡㛤ᣅによるඛ➃学㝿計算科学ᩍ⫱研ࢣࢫࢧࢡ࢚ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ6&$�3$+ ���

究ᣐ点の඘実ࠖおよび、ࠕᑗ᮶の+3&,࣒ࢸࢫࢩに関するㄪᰝ研究ࠖを実施し、ᑗ᮶の

 。に検ウする࣒ࢸࢫࢩーࣝࢣࢫࢧࢡ࢚

��� +3&,ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦分野５㸧を୰ᚰ、ࠕிࠖࢥンࣗࣆータを活用し、研究を᥎㐍

する。 

��� 上グの成果をᇶに、ᅜ㝿㐃ᦠを㐍める。 

 

࣭ඹྠ฼⏝࣭ඹྠ研究ᣐⅬのศ㔝の研究ࢆ᥎㐍࠙ࠋࡿࡍ㒊ᒁ⊂⮬のᖺḟูᐇ⾜ィ⏬ࠚ 

��� 共同利用࣭共同研究ᣐ点ࠕඛ➃学㝿計算科学共同研究ᣐ点ࠖの活動として、特ู⤒
に、学㝿共同利ࡶඛ➃学㝿計算科学の㛤ᣅ࣭᥎㐍࣭展㛤事業ࠖととࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㈝
用࣒ࣛࢢࣟࣉを₇算ຍ㏿機ᵓをᣢつࢥࣃࢫンࡸ次ᮇ 7�. ンに⛣行しつつ、共同研ࢩ࣐
究を᥎㐍する。 
センター全యとしては、研究᥎㐍事業、大ᆺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ等を୰ᚰに、計算科学の学
㝿ⓗ研究の㐙行と成果の実⌧をᅗる。各部㛛の目標は次のとおりである。 

 
⣲⢏Ꮚ≀⌮研究㒊㛛㸸 ிでのࠕ᱁Ꮚ 4&' による≀⌮点での࢜ࣜࣂン㛫┦஫స用のỴᐃࠖ
の計算にྥけ、ࢤーࢪ㓄఩の⏕成の第㸯ẁ㝵を᏶஢し、ࡑれを用いた࢜ࣜࣂン㛫┦஫స用
の計算方を㛤ጞする。 
 
Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究㒊㛛㸸 Ᏹᐂにおけるึ௦ኳయᙧ成，㖟Ἑ㐍໬と┦஫స用，ᕧ大ࣈ
ࣇンによって᥈究する。多ࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩーࣝのᙧ成ྐを，㍽ᑕὶయ力学，㹌య࣍ࢡࢵࣛ
るཎᏊ᰾཯ࢃにᑐする大つᶍ計算により，ඖ⣲ྜ成に関ࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲン⣔の㔞Ꮚ࣑࢙࢜ࣝ
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ᛂࡸ，ගと≀㉁の┦஫స用に関する⌮ゎを発展さࡏる。 
 
㔞Ꮚ≀ᛶ研究㒊㛛㸸 第୍ཎ⌮㔞Ꮚㄽ等によりࣀࢼᵓ㐀యのᣢつ特ᚩⓗ≀ᛶのゎ᫂、次ୡ
௦ᢏ⾡ᇶ┙の๰成等の研究を行࠺。つくばࣜ࢔ࢡࢸࣀࢼーࢼの⏘業⏺との㐃ᦠをさらにᙉ
ᅛなࡶのとし、計算科学の▱見をᚓる。 
 
⏕࿨⛉Ꮫ研究㒊㛛㸸 特に、Ᏹᐂ分野と㐃ᦠしてᏱᐂ⏕≀学分野に㈨する▱見を第୍ཎ⌮
㔞Ꮚㄽによって⋓ᚓする。分Ꮚ㐍໬分野では、ࢺࣉࣜࢡ⏕≀⩌と࢝ࢽ࢛ࣝࣇータ⏕≀⩌の
多様ᛶと⣔⤫関ಀのゎ᫂を目指し、⥙⨶ⓗ発⌧㑇ఏᏊࢹータにᇶ࡙く大つᶍ⣔⤫ゎᯒを行
 。࠺
 
ᆅ⌫⎔ቃ研究㒊㛛㸸 ᩥ科┬ *5(1( において、1,&$0ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ を用いた໭ᴟᅪの ᬮ
໬の෌⌧実㦂を行い、໭ᴟ᣺動との関ಀをㄪ࡭る。⾤㊰ᶞによる㒔ᕷ⇕⎔ቃ⦆࿴ຠ果にᑐ
するᩘ್実㦂を行い、⾤㊰ᶞࣔࣝࢹの /(6  。の導ධを㐍める࡬
 
㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩ研究㒊㛛㸸 +$�3$&6 における୪ิ言ㄒ ;03 及びࡑの₇算ຍ㏿ྥけᣑ
ᙇ、またᐦ⤖ྜ₇算ຍ㏿機ᵓの大つᶍ実ࢣࣜࣉ࢔ーࣙࢩンでの評価を㐍める。ᗈᇦ分ᩓࣇ
࣒ࢸࢫࢩࣝ࢖࢓ *IDUP の +3&, でのᏳᐃ実✌ാと୍ᒙのᛶ⬟ྥ上を行࠺。୪ิᩘ್ࣜࢦࣝ࢔
 。の୍ᒙの大つᶍ㧗㏿໬と₇算ຍ㏿機ᵓྥけ㧗度໬を㐍める࣒ࢬ
 
ィ⟬᝟ሗᏛ研究㒊㛛㸸 ࢹータᇶ┙分野では、大つᶍࢹータにᑐᛂするためのࢹータ⟶⌮࣭
分ᯒᢏ⾡ࢹ✀␗ࡸータ㐃ᦠᢏ⾡の㧗度໬等にྲྀり⤌む。また、科学ࢹータの㧗度利用ᇶ┙
に関する研究㛤発を௚部㛛と㐃ᦠして᥎㐍する。計算࣓࢔࢕ࢹ分野では、ே௓ᅾᆺࢹータ
ゎᯒに、実ୡ⏺の㸱次ඖ᝟報をྲྀり㎸むことにより、計算࣓࢔࢕ࢹの᭷ຠᛶを検ウする。 
 
࠙ᅜ㝿ࠚ 
࣭各共同利用࣭共同研究ᣐ点は、ᅜ㝿研究ᣐ点໬にྥけたయไᵓ⠏にಀる活動を実施す

る。࠙ 各๪学長等との重点施策 ࠚ������� ලయⓗには、これまで㐍めてきたࢪ࢚ンࣛࣂ大
学および、⡿ᅜのࣟーࣞンࣂࢫー࢖ࣞࢡ研究所との㐃ᦠを᥎㐍し、ᅜ㝿研究ᣐ点໬にྥけ
たయไᵓ⠏を㐍める。 
 

࠙ᩍ⫱ࠚ 
計算科学の࣒ࣛࢢࣟࣉ࣭ࣜࢢ࢕ࢹࣝ࢔ࣗࢹを研究科ととࡶに実施し、ࣟࢢーࣝࣂ㸱㸮お

よびࣗࣄー࣐ン࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣟ࢜࢖ࣂ、大学㝔共㏻科目等の計算科学のᩍ⫱に関するⱥㄒ
 。るࡏを඘実さ࣒ࣛࢢࣟࣉ
 

 ࠚ➼の௚ᴗົ㐠Ⴀࡑ࠙
࣭第୕⪅評価を実施し、実施≧ἣの検ドを行い、㧗い研究成果の実⌧をᅗる。࠙部ᒁ⊂
自の年次ู実行計⏬  ࠚ 重点研究㛤発、㐃ᦠについて計算科学の成果をྲྀりまとめる。 こ
れまでのᣐ点の運営、研究、㐃ᦠについて第㸱⪅評価を行࠺。 
 

㸰．ᨵၿ┠ᶆ㸦ἲே評価ࠊㄆド評価ࠊእ㒊評価࣮ࢱࣥࢭࠊ評価ཬࡧ┘஦┘ᰝ㺃ෆ
㒊┘ᰝのᣦ᦬࡟ᑐྲྀࡿࡍ⤌➼㸧 

センター評価、┘事┘ᰝでの指᦬事㡯にᇶ࡙き、ᮏ研究センターࡀこれまで実⦼を✚んできた

研究㡿ᇦを୰ᚰに᥎㐍しつつ、⏕࿨科学ࣀࢼࡸ科学との協業࣭㐃ᦠを活発໬、᥎㐍する方策を検

ウするᚲ要ࡀある。ࡑのための、ࡑの分野の研究⪅の☜ಖࡸ協力యไを࡝のよ࠺にす࡭きかにつ

いて検ウを㐍める。分野㛫㐃ᦠとே材⫱成をᙉ໬するためにセンター改⤌を行࠺。 
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㸲．評価ሗ࿌ 

 㸲．１ ⣲⢏Ꮚ≀⌮研究㒊㛛 

  㸲．１．１ ⣲⢏Ꮚ≀⌮ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

ிࢥンࣗࣆータを用いた≀⌮ⓗ࢛ࢡーࢡ㉁㔞における大つᶍ計算ࡀ╔実

に㐍められている。�� IP�� とい࠺✵㛫య✚はこれまでୡ⏺ⓗに㢮のない大

きさであり、特にࣟࢻࣁンᙧ≧ᅉᏊの⢭ᐦ計算ࡸ㍍ཎᏊ᰾の┤᥋ᵓ成な࡬࡝

のᛂ用ࡀᮇᚅされる。また、࢜ࣜࣂン㛫᭷ຠࢸ࣏ンࣝࣕࢩ計算のための‽ഛ

研究ࡶ㐍められている。 

 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 

㐍ᤖࡀ୙༑分といࢃ࠺けではないࡀ、᫖年度の評価報告にࡶ指᦬されてい

たよ࠺に、᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ度 4&' をᑐ㇟とした研究にᑐして、よりࢃかり

 。すい⤒㐣報告をᕼᮃするࡸ

 

࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 

全యⓗにはこれまでの㧗いỈ‽ࡀ⥔ᣢされており、௒ᚋࡶ᭦なる発展をᮇ

ᚅする。 

 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 

࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸; 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸$ 
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㹁㸧⥲評 
3$&6�&6 機導ධ௨㝆、筑波大ࣝࢢーࣉは≀⌮点での大つᶍ計算を᥎㐍し╔実な

成果をᣲげてきており、௒ᚋࡶ᭦なる発展をᮇᚅしたい。また、ࣟࢻࣁン㛫┦

஫స用の研究ࡶȨЍȧȧᔂቯから࣭࣒࢘ࣜ࣊重㝧Ꮚの᮰⦡ࢠࣝࢿ࢚ー計算およ

び࢜ࣜࣂン㛫᭷ຠࢸ࣏ンࣝࣕࢩ計算࡬とᚎ々にᑐ㇟をᣑ大してきており、╔実

な㐍展ࡀㄆめられる。᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ度 4&' における┦ᵓ㐀ゎᯒについては、

௒ᚋࡶ᭷㝈ᐦ度࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンにおける➢ྕ問㢟にᑐして様々なᡭἲをヨ行

することࡀᚲ要であると⪃࠼られ、ࡑのための⥅⥆ⓗなດ力をᮇᚅしたい。ま

た、࣓ࢽーࣞࣇーࣂーの≀⌮な࡝、標‽⌮ㄽを㉸࠼た≀⌮ࣔࣝࢹにᑐする᪂た

な㠀ᦤ動ⓗ▱見をᚓよ࠺とい࠺ヨࡶࡳ評価できる。᭱ᚋに、筑波大を୰ᚰとし

た -/'* の活動は᪥ᮏの᱁Ꮚ 4&' 研究にᑐして多大な㈉⊩を行っており、⥅⥆ⓗ

なࢧーࢫࣅの⥔ᣢ࣭ᣑ඘ࡀᮃまれる。 
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㸲．㸰 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究㒊㛛 

㸲．㸰．１ Ᏹᐂ≀⌮ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
ࢦあった。๓年度にࡀターのᵓ㐀ᙧ成の研究において㢧ⴭな㐍ᤖ࣐ࢡーࢲ 

ーࢻン࣭ࣝ࣋㈹を⋓ᚓしたࠕிࠖࢥンࣗࣆータ用にࣗࢳーࢽンࢢした重力多

యࢥーࢻを用いて、ᑠ㖟ἙからᏱᐂの大つᶍᵓ㐀に⮳るࢲー࣐ࢡターᵓ㐀ᙧ

成の㧗分ゎ⬟࣭ᗈ計算㡿ᇦの重力㐍໬計算ࡀ実施され、㖟Ἑ等にᑐᛂするࢲ

ー࣐ࢡターሢの検ฟࡀ᏶஢している。この⤖果を࢜ࣜࣂン㐍໬ࣔࣝࢹと⤖ྜ

することによって㖟Ἑᙧ成ྐのゎ᫂に大きくᐤ୚する成果ࡀᚓられるとᮇᚅ

される。ᆅ⌫の 100 ಸ⛬度の㉁㔞のࢲー࣐ࢡターሢ୰ᚰ部のᐦ度分ᕸを᫂ら

かにした研究、ほ からồめた▸ᑠ㖟Ἑ୰ᚰ部のᐦ度分ᕸࡀ N య࣑ࣞࣗࢩー

ࣂ㉸᪂ᫍ⇿発による㖟Ἑ⣔ෆ、ࡀᮍゎỴ問㢟࠺ン⤖果と୍⮴しないといࣙࢩ

すᙳ㡪を⪃៖することによってࡰに及࢔ࢥター࣐ࢡーࢲࡀン分ᕸの変໬࢜ࣜ

ゎỴできるྍ⬟ᛶを♧した研究ࡶ㢧ⴭな成果である。࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝ多య⣔

のྜయ㐣⛬の研究、活動㖟Ἑ୰ᚰ᰾からの⣸外⥺、X ⥺ᨺᑕにさらされた分

Ꮚ㞼㐍໬の研究ࡶ㐍展している。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
 ヱ当なし 
 
 㸸ࢺン࣓ࢥの௚のࡑ
ᰝㄞ௜きㄽᩥの発⾲௳ᩘࡸࡸࡀᑡなくなっているࡀ、ಶ々のㄢ㢟の研究は

㐍ᤖしており、また、ᢞ✏୰のㄽᩥࡶ多ᩘあることから、大きな問㢟ではな

いと⪃࠼る。 
 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸X 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
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上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 
 センターෆ㐃ᦠに関して㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ研究部㛛との㐃ᦠࡸࡸࡀᙅく

なっているࡀ、GPUを用いた࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࢥーࢻ㛤発等は㐍展している。

また、ᫍ㛫✵㛫におけるࣀ࣑࢔㓟⏕成とග୙ᩧ໬の⌮ㄽⓗ研究、⣔外ᝨᫍに

おけるගྜ成࢔ンࢼࢸ機ᵓについて⏕࿨機⬟᝟報分野と㐃ᦠした研究ࡀ㐍め

られており、研究成果ࡀᅜ㝿会議等でࡶ発⾲されていることからⰋዲと評価

した。ᅜ㝿㐃ᦠについては研究員の Alex Wagner Ặを㏻して⡿ᅜ Johns 
Hopkins 大学の J. Silk ༤ኈ、C. Norman ༤ኈ、Australian National 
University の G. Bicknell ༤ኈらとの共同研究ࡀ行ࢃれ、ᅜ㝿会議におけるᣍ

ᚅㅮ₇、成果発⾲ࡶ多いことからⰋዲとした。Ᏹᐂὶయ力学のᇶ♏について

のᅗ᭩のฟ∧ࡸ、つくばᅜ㝿会議ሙにおける୐ኤㅮ₇会の㛤ദ等、研究成果

を♫会にఏ࠼る活動ࡶ行ࢃれている。 
 

㹁㸧⥲評 
HPCI ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ分野５Ᏹᐂ分野の୰᰾ᣐ点として計算ᇶ♏科学㐃ᦠ

ᣐ点等と㐃ᦠした活動ࡀ⥆けられている。ࠕிࠖࢥンࣗࣆータを用いてᚓられ

たࢲー࣐ࢡターᵓ㐀ᙧ成のୡ⏺᭱大つᶍの重力多య計算⤖果をゎᯒして㖟Ἑ

㐍໬の研究、ᕧ大࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝᙧ成の研究に活用し、㖟Ἑ࣭ᕧ大ࢡࢵࣛࣈ

ᮇⓗなㄢ㢟となっている。大ᆺ科研▷ࡀーࣝのᙧ成ྐをゎ᫂していくこと࣍

㈝㸦ᇶ┙研究 S、ᇶ┙研究 A㸧ࡀ⧞㉺分を㝖いて平成 24 年度で⤊஢し、HPCI
ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ௨外の大ᆺ外部ண算ࡀ⋓ᚓできていない点ࡀ୙Ᏻ材料である。

ⱝᡭ研究⪅ࡀ科学研究㈝ⱝᡭ研究(B)等を⋓ᚓして、研究௦⾲⪅としてಶ々の

ン㍤⥺㖟࣐࢖すばるᮃ㐲㙾ࠖ等を用いたࣛࠕ、の研究を᥎㐍している点࣐ーࢸ

Ἑのほ ⓗ研究との㐃ᦠの成果ࡀㄽᩥとしてまとまりつつある点は評価でき

る。全ᅜⓗな学㝿⼥ྜ⤌⧊としてࠕᏱᐂ⏕࿨計算科学㐃ᦠᣐ点 、設置されࡀࠖ

Ᏹᐂ、ᝨᫍ、≀㉁、⏕࿨科学の㐃ᦠࡀ㐍められている。まだ研究成果ࡀまと

まるẁ㝵には⮳っていないよ࠺であるࡀ、௒ᚋの展㛤にᮇᚅする。 
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㸲．㸰．㸰 ཎᏊ᰾≀⌮ศ㔝 

 
㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
୕重࢓ࣇࣝ࢔཯ᛂに関してᗈい 度ᖜについて཯ᛂ⋡ࡀᚓられ᭷用な⤖果

となった、஧重࣋ータᔂቯ࡬の┦関のᙳ㡪ࡶὀ目される研究である。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
௒ᅇは特にはない。 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 X 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸 A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸 B 
 

㹁㸧⥲評 
当ヱ分野では、ࡑこをᑓ㛛とするᩍᤵࡀ╔௵し、研究యไᩚࡀったのは大変

႐ばしいことである。╔௵された୰ົᩍᤵは平ᆒሙ⌮ㄽにᇶ࡙いたᵓ㐀、ບ㉳

ーであり、大変ⓗ☜なே事であったと評価すࢲ཯ᛂの⌮ㄽ研究のୡ⏺ⓗࣜーࡸ

る。௒ᚋ、このே事の成果ࡀලయⓗな研究成果に཯ᫎされてくるࡶのとᮇᚅす

る。 
また、ᅜ㝿࢔ࣗࢽࢸで᥇用された᪥野ཎẶࡶᑗ᮶᭷ᮃなே材であり、௒ᚋの

成果ࡀ大変ᴦしࡳである。 
しいてᕼᮃを言࠼ば、ཎᏊ᰾分野で᭱ࡶ大ᆺのᩘ್計算を行っている分野と

の関ಀࡀ、༢に計算機を౑ࡏࢃているだけに␃まっているのは、᪥ᮏを௦⾲す

る計算科学のᣐ点としては、ᐢしく∦ᡭⴠࡕなことかࡶしれない。 
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㸲．㸱 㔞Ꮚ≀ᛶ研究㒊㛛 

㸲．㸱．１ 㔞Ꮚ≀ᛶศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
ᕧどⓗ࢙ࣝ࢘ࢫࢡࢵ࣐方⛬ᘧと᫬㛫౫Ꮡᐦ度ỗ関ᩘ⌮ㄽを⤌ࡏࢃྜࡳた，࢜

ிࠖを用いた㧗୪ิ計算によࠕ，を㛤発しࢻーࢥの㧗いᡭἲと୪ิ࢕ࢸࣜࢼࢪࣜ

り，㧗ᙉ度なࢫࣝࣃගと≀㉁の┦஫స用に関する࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࡀ大きく㐍

展した。 
⡿ᅜࢻࣛࣟࢥ大学の実㦂ࣝࢢーࣉとの共同研究により，重Ỉ⣲分Ꮚの㟁㞳と

ゎ㞳の⤒㊰ゎ᫂に成ຌした。 
 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
ヱ当なし。 
 

࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
HP-PACS，ࡸの㧗㏿໬ࢻーࢥிࠖにおけるࠕ の GPU をຠ⋡ⓗに利用するࢥ

ーࢻ㛤発を行っており， 計算機科学との㐃ᦠ㠃でࡶ㐍ᤖࡀあった。 
 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸C 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸S 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸X 
 
上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 
当ࣝࢢーࣉの研究ෆᐜは，ᮏ᮶，⏘業⏺にࡶ大きな࢖ンࢺࢡࣃをᣢࡕᚓる

㎸めて，⌧≧の⏘ᐁ学ࡶのᮇᚅࡑ。かかるࡀのであり，⏘ᐁ学㐃ᦠにᮇᚅࡶ

㐃ᦠ≧ἣについては C㸦୙༑分㸧とした。௒ᚋの活動にᮇᚅしたい。 
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㹁㸧⥲評 
ගと≀㉁の┦஫స用に関しては，分野をඛ導するୡ⏺ⓗに見てࢽࣘࡶーࢡな

ᡭἲ㛤発ࡸ，大ᆺ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを用いた研究成果ࡀ上ࡀっている。⏘業⏺

ࢽ࣑ࣗࢥとの㐃ᦠ，ᅜෆの௚の⌮ㄽ研究⪅をᕳき㎸んだࣉーࣝࢢᅜෆの実㦂ࡸ

 。௒ᚋさらなる発展をᮇᚅする，࡝の⫱成な࢕ࢸ
୍方，ᮏセンターにおける⏘ᐁ学㐃ᦠのᰕであった研究⪅ࡀ㌿ฟしたことで，

部㛛としてࡶ⏘ᐁ学㐃ᦠ活動ࡀ見られなくなったことは，⌧ᅾの研究ෆᐜの重

要さに㚷ࡳ，大変ṧᛕである。ෆ部の研究⪅だけで⏘ᐁ学㐃ᦠを㐍めることࡀ

ᅔ㞴であったとしてࡶ，外部の研究⪅との共同研究ࡸᢏ⾡⛣㌿，㛤発したࣇࢯ

を㏻じて，ᗈいព࿡での⏘ᐁ学㐃ᦠを㐍࡝のබ㛤，研究成果のᗈ報な࢔࢙࢘ࢺ

めていただきたい。 
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㸲．㸲 ⏕࿨⛉Ꮫ研究㒊㛛 

  㸲．㸲．１ ⏕࿨⛉Ꮫศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
T2K-Tsukuba を活用することで、ගྜ成࣒ࢸࢫࢩϩの཯ᛂ୰ᚰで㓟⣲発⏕

の㝿に࡝のよ࠺な㟁Ꮚ≧ែࡀ実⌧しているかを᫂らかにしたことは、おおい

に評価できる点である。タンࢡࣃ㉁の㟁Ꮚ≧ែは、実㦂ⓗに᫂らかにするこ

とはᐜ᫆ではないため、まさにࢫーࣃーࢥンࣗࣆータのᏑᅾព⩏を♧す㡿ᇦ

である。また、ࣀ࣑࢔㓟ྜ成㓝⣲の㓝⣲཯ᛂ㐣⛬の重要部分を、㔞Ꮚ໬学計

算とྂ඾力学計算との⤌ࡏࢃྜࡳで᫂らかにしていること、およびࣅタ࣑ン

㹂受ᐜయのࢫࢡࢵࣜ࣊㸯２の動きに関する研究を行っていることは、ࡑの๰

⸆等࡬の㈉⊩のྍ⬟ᛶを㚷ࡳ、評価できる点である。さらに、計算科学研究

センターࡀさまࡊまな科学分野の㞟ྜయであることを᭱大㝈に利用し、Ᏹᐂ

≀⌮分野との共同研究を行っていることࡶ、センターの特ᚩを⾲しており、

評価できる点である。⏕≀学とࢫーࣃーࢥンࣗࣆータとの᏶全な共同研究の

ഃ㠃からは、᪂ወ┿᰾⏕≀✀の発見は、┿᰾⏕≀の㉳※を⌮ゎするᇶ♏⏕≀

学の発展上で重要な研究であり評価できる点である。⏕≀学からᚓられるࢹ

ータをṇしく利用するための方ἲㄽ㸦࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔㛤発㸧にࡶ自らྲྀり⤌ࡳ、

実ࢹータ࡬の㐺用まで見ᤣ࠼ている点ࡶ見㏨してはならない点である。 
 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
のᛂ用は、これから࡬ータを利用した⏕≀学および་学ࣗࣆンࢥーࣃーࢫ

ますます重要な活動になっていくことは㛫㐪いないࡑ、ࡀれ࡝ࡀのよ࠺に㐍

んで行くのかࡀ᫂☜になっているとはい࠼ない。計算機によって⏕≀学࡝ࡀ

のよ࠺に発展するのかを、ᮏ部㛛ࡑࡀの౛を♧すことをᮇᚅする。ࡑのため

には、⌧ᅾ行っている研究を発展さࡏるととࡶに、部㛛ෆの㐃ᦠࡀよりいっ

㉁の᝟報をࢡࣃかるタンࢃから࣒ࣀࢤ、ば࠼れる。౛ࢃᚲ要になるとᛮ࠺ࡑ

ゎᯒすることで、ࡑの࣒ࣀࢤをࡶつ⏕≀の⏕活⎔ࡀ᫂らかになるよ࠺な研究

 。㐃ᦠによって⏕まれることをᮇᚅするࡀ
 
࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 

㹆２㸲年度の指᦬点としてあࡀっている✚ᴟⓗな♫会㈉⊩ࡸ♫会活動に関

して、㹆２５年度にはいくつかのヨࡀࡳなされており、この点は評価できる

点である。特に⏕≀学ࡸ་学⸆学におけるࢫーࣃーࢥンࣗࣆータの᭷用ᛶを、

これからࡶᗈくၨ発していってࡶら࠺ことをᮇᚅする。 
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㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 

࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㸿 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㸿 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㸿 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸㸿 
 
上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 

᫖年度に指᦬した点に改善ࡀ見られ、ࡑの活動は評価に್する。௒ᚋの⥅

⥆をᮇᚅする。 
 
㹁㸧⥲評 

⌧௦の⏕≀学は、⏕≀学のᇶ♏研究に㛢じることなく、་学ࡸ⸆学࡬のᛂ

用をᙉくព㆑した学問࡬と変ㇺしている。ࡑの୰において、ࢫーࣃーࢥンࣆ

ࣗータをࡶつ計算科学研究センターの౑࿨は、ࡑの計算⬟力を᭱大に発᥹す

ることで、௚のᡭἲでは᫂らかにできないことを᫂らかにし、ࡑの⤖果から

་学⸆学にᑐして、ఱらかの᝟報をᥦ౪することを目指すことにある。この

ど点から⏕࿨科学分野の平成２５年度成果を見ると、各ㄽの⯆࿡深い成果と

研究発⾲ᩘは㧗く評価できる。特にᇶ♏⏕≀学ࡸ⸆学࡬のᛂ用を見ᤣ࠼た௒

ᅇの研究成果は、ࢫーࣃーࢥンࣗࣆータࡀあってこࡑᚓられるࡶのである。 
これらの成果ࡀ、ᇶ♏⏕≀学と་学⸆学に実㝿に利用されるよ࠺になるこ

とで、⏕≀学におけるࢫーࣃーࢥンࣗࣆータの重要ᛶは、ᗈくㄆ㆑されるよ

の共同研究⪅と共࣎ࣛࢺࢵ࢙࢘ࡶとࡦࡐになるに㐪いない。௒ᅇの成果を࠺

᭷し、各分野での発展に㈉⊩をしてࡶらいたい。実㦂科学⪅と┦஫స用をす

ることによって、࡝のよ࠺な計算ࡀさらにᚲ要で、࡝のよ࠺なᵓ㐀のࢫーࣃ

ーࢥンࣗࣆータを⏕ࡳだしていかなければならないかを᫂らかにしていく

ことをᮇᚅする。 
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㸲．㸳 ᆅ⌫⎔ቃ研究㒊㛛 

㸲．㸳．１ ᆅ⌫⎔ቃศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
㒔ᕷẼೃのᑗ᮶ண 関㐃の研究について、特にᘓ≀ゎീ୪ิ LES につࣝࢹࣔ

いて、⌧実とᑐᛂできる⤖果ࡀ๰ฟされつつあり、評価できる。LES-GPU ໬に

ついてࡶ研究ࡀ㐍ᤖしており、௒ᚋの大つᶍ計算にྥけた‽ഛࡀ㐍行୰である。 
 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
全⌫ㄢ㢟について、⥺ᙧഴᅽࣔࡸࣝࢹ AOI 方⛬ᘧのゎᯒⓗ研究について、研

究⪅のࣘࢽーࢡなど点からの研究自యは評価できるࡀ、大つᶍ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩ

ンを要する研究は೵⁫Ẽ࿡のよ࠺である。学⏕ࡸ研究員の␗動による࣐ン࣡ࣃ

ーの୙㊊によるࡶのだろ࠺か。 
 

࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
外部機関との㐃ᦠをᅗった研究の活ᛶ໬のᥦ᱌については、࢘ࢲンࢣࢫーࣝ

研究等で㐍展ࡀ見られる。全⌫ࣔࣝࢹの研究については、≧ἣは改善していな

いよ࠺である。⌮໬学研究所ࡸᮾி大学大Ẽᾏὒ研究所等との㐃ᦠ等による୍

ᒙのྲྀり⤌ࡳをᮇᚅする。 
 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸B 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸S 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
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上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 
LES-GPU 等の計算ຠ⋡໬はセンターෆの㐃ᦠによって᥎㐍されている。 
⏘学ᐁ㐃ᦠとして、多἞見ᕷとの共同研究はࣘࢽーࢡなヨࡳである。 
GRENE でのㅮ⩦会等、ពḧⓗにᅜ㝿㐃࢔ࢩࢿࢻン࢖ーࣛのࢣࢫン࢘ࢲࡸ

ᦠを㐍めている。 
ᨺ㏦大学ࡸẼ㇟学会ኟᏘ大学等のࣜࢺ࢘࢔ーࢳ活動に力をいれており、評

価できる。 
 

㹁㸧⥲評 
ᑡないே員でពḧⓗに多様な研究ࢸー࣐にྲྀり⤌んでおり、いくつかの分野

で㐍展ࡀ見られるࡀ、೵⁫Ẽ࿡のࢸーࡶ࣐ᩓ見される。学⏕の฿㐩度ࡸ外部㈨

㔠による研究員に౫Ꮡして研究成果ࡀᕥྑされるഃ㠃ࡀ大きいのではないか。

外部機関との㐃ᦠを୍ᒙಁ㐍して、研究の活ᛶ໬のດ力を㐍めては࠺࡝か。特

に、計算科学研究センターとしての、LES ࡸ NICAM 等の大つᶍ࣑ࣔࣗࢩࣝࢹ

ࣞーࣙࢩンについて、㐍展をᮇᚅしたい。全⌫࣭㒔ᕷࣔࣝࢹとࡶ、ターࢺࢵࢤ

を⤠った研究ᡓ␎ࡀᮃまれる。特に、全⌫ㄢ㢟について、໭ᴟᇦのẼೃ変動に

力点をおくことはࣜーࣝࣈࢼࢰであり、ᮇᚅしたい。LES による࢘ࢲンࢣࢫー

ンをࢺࢫࣝ࢖࣐ある。௒ᚋの㛤発のࡀ㛤発について多様な発展のవᆅࣝࢹࣔࣝ

ᥦ♧することࡀᮃまれる。 
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㸲．㸴 㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩ研究㒊㛛 

 㸲．㸴．１ 㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
₇算ຍ㏿機ᵓをᣢつᑗ᮶の HPCI のㄪᰝ研究。XcalableMP࣒ࢸࢫࢩ の㛤

発。HA-PACS/TCA の㛤発。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 
㐍ᤖ୙༑分のࡶのは見当たらないࡀ、HA-PACS/TCA について࣓ࣕࢪーな

ᅜ㝿会議発⾲ࡀ୙༑分である༳㇟を受ける。 
 
࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 
㹆２㸲評価に関୚していないので、ᮏ㡯目については評価ࡀできない。 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹑 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹑 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㹑 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸㸿 
 

㹁㸧⥲評 
ᢏ⾡に࣒ࢸࢫࢩをはじめ、㧗ᛶ⬟計算の࣐ーࢸ㢧ⴭな㐍ᤖࠖにグ㍕した㸱ࠕ

関するඃれた研究を行っており、平成２５年度の成果についてࡶ㧗く評価でき

るࡶのࡀ多い。またᅜ㝿ⓗな共同研究をはじめ、ᾏ外との研究஺ὶࡀ活発に行

れており、ᡃࢃ ᅜを௦⾲する HPC 研究ᣐ点としてᅜ㝿ⓗにㄆ▱されて࣒ࢸࢫࢩ

いる。研究㈨㔠の㠃でࡶ、JST-CREST の研究௦⾲ㄢ㢟を２௳᭷するな࡝₶ἑで

あり、୍研究ᐊとしては౛外ⓗなࣞࣝ࣋の多ᩘのᩍ員࣭研究⪅を᧦することࡶ

あって、大つᶍな研究を⥅⥆ⓗに実施するయไᩚࡀっている。 
このよ࠺に研究活動は活発に行ࢃれており、成果ࡶ㡰ㄪに๰ฟされているࡀ、

ᩒ࠼て㞴を言࠺とすると、ᅜ㝿ⓗなሙでの成果発⾲、特に࣓ࣕࢪーなᅜ㝿会議

での発⾲ࡀさ࡝࡯多くないことࡀᣲげられる。研究の㉁࣭㔞から⪃࠼て、ᢞ✏

機会をቑࡏࡸば⌧≧を大きく上ᅇる発⾲௳ᩘࡀ㐩成ྍ⬟と᥎ᐹされるので、✚
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ᴟⓗなᢞ✏をᮇᚅしたい。 
 

㹂㸧ࡑの௚ 

㸦特にありまࡏん㸧 
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㸲．㸵 ィ⟬᝟ሗᏛ研究㒊㛛 

㸲．㸵．１ ࢱ࣮ࢹᇶ┙ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 
[1]᝟報⤫ྜᇶ┙ᢏ⾡、および[2]ࢹータࢽ࢖࣐ン࣭ࢢ▱㆑発見ᢏ⾡では、⌧

ᅾࢹータᇶ┙で重どされているฎ⌮ᢏ⾡にྲྀ⤌ࡳ、大変⯆࿡深い成果をฟし

ているとㄆめられ、࣓ࣕࢪーなᅜ㝿会議ㄽᩥとして᥇㘓されている。 
 
࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 

[4]科学分野におけるࢹータ࣋ーࢫᛂ用については、✚ᴟⓗな研究㐃ᦠを行

 。あるࡀるྍ⬟ᛶࡏータฎ⌮ᢏ⾡の᪂しい発展方ྥを見いだࢹ、ことにより࠺
 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹀 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸A 
 

㹁㸧⥲評 
をど野にධれて、全య࣐ーࢸの᭱᪂࡝ータなࢹࢢࢵࣅ、ータᇶ┙分野ではࢹ

としてពḧⓗに研究にྲྀり⤌んでいるとㄆめます。ࣜࢺࢫー࣒ฎ⌮ࡸ XML ࣟࣉ

ᢏ⾡は、௒ᚋのࢢン࣑ࣛࢢ e-science ないしはࢹータ୰ᚰ科学の୰で、重要なᇶ

ᖿ IT ᢏ⾡となるとᛮࢃれる。ࡑのため、大㔞で多様なセンࢧーࢹータࡸ IT 機

ჾからのฟ力をࣜࢺࢫー࣒としてฎ⌮し、ఏ⤫ⓗなࣜࣞーࢹࣝࢼࣙࢩータ࣋ー

ࡸㄢ㢟࠺るといࡏと㐃ᦠさࢫ OLAP ฎ⌮࡬の展㛤は、௒᪥ⓗに大変ព⩏深いࢸ

ー࣐であり、実用ⓗなࣜࢺࢫー࣒ฎ⌮を実⌧するために重要となると⪃࠼られ

る。また、ࢽ࢖࣐ンࢢ等の研究㡿ᇦと⼥ྜさࡏて研究を㐍めているᙧែは大変

ዲましい。 
௒ᚋは、௚の学⾡分野との㐃ᦠを深めることにより、より୍ᒙ実用໬を╮ん

だ研究㛤発を展㛤することࡀᮇᚅされる。 
発⾲ㄽᩥ等は、ࣞࣝ࣋の㧗いᅜ㝿会議を୰ᚰに༑分なᩘࡀ᥇㘓されているだ

けではなく、大学㝔⏕ࡀ多くの受㈹をしている点ࡀே材⫱成のほ点から特➹す
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 。る࠼⪄きຌ⦼であると࡭
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㸲．㸵．㸰 ィ⟬࣓࢔࢕ࢹศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価す࡭き点㸸 

す࡭ての研究ㄢ㢟において、㡰当な㐍ᤖࡀあったとㄆめられ、研究成果ࡀ

╔実に⵳✚されており、実ୡ⏺計算᝟報学のᇶ┙をᵓ⠏するにᚲ要なඛ➃ⓗ

要⣲ᢏ⾡ࡀ☜実に⵳✚されているとㄆめられる。 

 

࣭㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善す࡭き点㸸 

㐍ᤖࡀ୙༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟は見当たらない。改善す࡭点で

はないࡀ、実ୡ⏺をᑐ㇟とした計算᝟報学ᇶ┙のᵓ⠏にྥけて、௒ᚋฎ⌮ᑐ

㇟となるࢹータのቑ大ࡀண᝿され� ࡑれらにᑐᛂするඛ➃ⓗ要⣲ᢏ⾡との㐃

ᦠࡀ㐍むことにᮇᚅしたい。 

 

࣭㹆２㸲年度の評価ࡸ指᦬に関する改善≧ἣ㸸 

特に問㢟点は見当たらない。 

 

 㸸ࢺン࣓ࢥの௚のࡑ

特になし。 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽ࠿の評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦୙༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 

࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸% 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ࡝行ࢃれているか㸸$ 

 

上グの評点の⌮⏤な࡝に関する࣓ࢥンࢺ㸸 

 計算࣓࢔࢕ࢹ分野のᒓする計算᝟報学研究部㛛は、ࠕ୰長ᮇⓗほ点からの計算

科学の研究をᢤᮏⓗに発展さࡏる᩾᪂な方ἲの㛤ᣅ研究を行࠺部㛛ࠖとして఩

置࡙けられており�計算࣓࢔࢕ࢹ分野はࡑの୰でࡶ実ୡ⏺計算᝟報学と࿧࡭ࡪ

き᪂しいᯟ⤌ࡳのᵓ⠏を目指しており、この点においてᚑ᮶の計算科学の分野

との㐃ᦠは +3& の┤᥋利用の点では㞴しいのはྰめない。 
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㹁㸧⥲評 
ᮏ分野は௚の分野と㐪い⌧᫬点においては㧗ᛶ⬟計算機を用いた研究を行っ

ているのではなく、実ୡ⏺計算᝟報学と࿧࡭ࡪき᪂しい計算科学のᯟ⤌ࡳのᵓ

⠏を目指しており、ලయⓗな研究ㄢ㢟では╔実に成果を上げていることࡀ☜ㄆ

できる。また、㛤発した要⣲ᢏ⾡を用いてࢽーࢬにᐦ╔したᛂ用࣒ࢸࢫࢩの研

究㛤発を୪行して㐍めている点ࡶ、研究成果をࢃかりࡸすく♫会に㑏ඖしてい

ることとなり評価できる。計算࣓࢔࢕ࢹ分野では、実ୡ⏺の᝟報のセンࢩンࢢ

とࡑれらの᝟報を⤫ྜして様々なᛂ用に利用する研究ㄢ㢟を㑅ᐃし、╔実な成

果ࡀ上ࡀっている。ࡑの᰿ᣐは、ᑐ外発⾲ࡸ外部㈨㔠の⋓ᚓ、௻業との共同研

究な࡝からࡶ☜ㄆすることࡀฟ᮶る。ࡑの࡯か、⟶⌮運営ࡸ♫会㈉⊩、ᅜ㝿㐃

ᦠな࡝で୍ࡶᐃのྲྀり⤌ࡳࡀࡳられ評価できる。௒ᚋは、これらの研究成果ࡸ

▱見を実ୡ⏺計算᝟報学としてとりまとめて、この分野のᇶ┙を☜❧すること

にᮇᚅする。 

 
㹂㸧ࡑの௚ 

特にありまࡏん。 
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㸳．⥲ྜ評価 

 
計算科学研究センター各部㛛の研究はࡑれࡒれ㧗いỈ‽にあり、ᅜ㝿ⓗ

にࡶ評価されている。センターෆ㐃ᦠ、⏘学ᐁ㐃ᦠ、ᅜ㝿㐃ᦠ、♫会㈉⊩

といった多ゅⓗど点からの評価は、S 判ᐃ 5 ௳、A 判ᐃ 22 ௳、B 判ᐃ 4
௳、C 判ᐃ 1 ௳と、㧗評価である。大学のᙉ力な࣏ࢧーࢺの下、ᡃᅜを௦

⾲する計算科学および計算機࣒ࢸࢫࢩの研究ᣐ点として、༑分に機⬟して

いるとㄆめられる。 
୍方で、௚の大学、研究所、⏘業⏺等、外部機関ࡸ外部研究⪅との㐃ᦠ

をさらに㐍める࡭きであるとのព見ࡀ、௒ᅇ」ᩘの評価委員からᐤࡏられ

たことには␃ពす࡭きであろࠕ。࠺学㝿計算科学ࠖを標ᴶし、すでに㧗い

評価をᚓているᮏセンターࡀ、センターのᯟを㉸࠼た活動によってࡑの┿

価をさらに発᥹し、ᣐ点としてᗈく᪥ᮏ全యの科学研究に㈉⊩することࡀ

ᮇᚅされているとい࠺ことである。 
 
                  研究評価委員会委員長 常行 ┿ྖ 
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